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高エネルギー・出力密度を実現するバインダフリー・シート型全固体電池
（電子材料研究部　電池材料研究室）

　リチウムイオン二次電池の有機電解液を無機固体電解質に替えた全固体電池は、高い安全性と優
れた出力特性から電気自動車への応用が期待できます。実用化には量産性向上や省スペース化のた
めにシート化が求められていますが、粉体をシートにする際に用いるバインダが抵抗成分となり、
本来の性能を発揮できなくなることが問題でした。
　当研究所では、スラリー塗工で作製したシートの積層体からバインダを除去したバインダフ
リー・シート型電池を開発しました。バインダ除去により内部抵抗が低減し、高出力化が可能とな
りました。また、スラリー塗工により固体電解質層を薄層化したことで、従来の錠剤型電池の２倍
以上のエネルギー密度を達成しました。

※本研究成果は、日本セラミックス協会、電気化学会で講演発表、Scientific Reportに論文発表。国際
特許出願・公開、新聞掲載。JST「先端的低炭素化技術開発（ALCA-SPRING）」

高電界効果移動度を有する透明酸化物薄膜トランジスタ
（電子・機械システム研究部　知能機械研究室）

　安価で環境に負荷をかけない元素で構成されるZnO-SnO2（ZTO）は、透明な薄膜トランジスタ（TFT）
のチャネル材料として期待される物質です。しかし、TFT作製過程でのウェットエッチングによ
りTFT特性が劣化し、正常に動作しなくなる課題がありました。
　当研究所が保有する成膜および微細加工技術により作製したZTOを用いたTFTについて、
ウェットエッチングによって劣化したTFT特性の回復を試みたところ、大気中200℃の熱処理に
より著しく改善し、高い電界効果移動度（約10cm2/Vs）が得られました。このように比較的低
い温度の熱処理により、良好なTFT特性が得られたことで、フレキシブルデバイスやバイオセ
ンサへの応用が期待できます。

※本研究成果は、In t e r n a t i o n a l 
Symposium on Sputtering and Plasma 
Processes 2017で講演発表、J. Vac. 
Sci. Technol. Aに論文発表。科研費基
盤研究（C）JP16K06288
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